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Ⅰ 2019 年度事業報告 

1 概要 

 2019 年度は、あらゆる産業において既存事業のデジタル化によるビジネスモデルの転換
を意味する「デジタルトランスフォーメーション」が急速に進展し、TTC においても技術
⾯のみならずビジネス的側⾯を⽀える活動の必要性に迫られた。 
 背景には、⾃社のリソースを活かした⼀社単独の技術開発から、既存の枠組みを超えて技
術やアイデアを集約し、短期間で新サービスを開発する「オープンイノベーション」に取り
組む企業が増えてきたことがあげられる。 

複数の企業が協⼒してビジネスを拡⼤し、お互いの利益を享受しあう「エコシステム」の
構築には、標準化を活⽤して他社に⾃社技術をオープンにすることで利益を得るオープン
戦略と、知財などを駆使したクローズ戦略の両輪が必要となり、国際標準化の活⽤はますま
す重要性を増している。 
 以下に、これらの背景を踏まえた最重要技術分野への対応や活動状況を⽰す。 
 
(1) デジタルトランスフォーメーション時代の新規ビジネス、ICTサービスの開発の推進 
 AI 活⽤専⾨委員会で、AI のユースケース選定とその具体化を模索するとともに、各

SDO における検討状況を共有。 
 AI for Good Global Summit 2019 に参加、報告書を TTC レポート、ITU ジャーナル、

NTT 技術ジャーナル、Technical Review に寄稿、関連の講演も実施。 
 会員企業のイノベーション創出を推進するべく、サービス⾰新のためのイノベーショ

ン研究会を実施。 
 

(2) 量⼦通信など新たな標準化テーマへの対応 
 QKD ネットワークに関する最初の勧告となる Y.3800 “Overview on  networks 

supporting quantum key distribution”の承認（2019 年 10 ⽉）を実現し、NICT を中⼼
に SG13 と SG17 での標準化を推進中。 

 量⼦関連セミナーを 2 回開催。 
 4 ⽉ 情報処理学会と連携、量⼦コンピュータから通信まで幅広く網羅 
 11 ⽉ 量⼦ ICT フォーラムと連携、量⼦通信に特化 

 
(3) Network2030を⾒据えた対応 
 将来網に関し、Network Vision 専⾨委員会などの主要メンバーと中国の New IP 関係

者との意⾒交換を実施。 
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(4) 社会課題の解決に向けたSDGsへの貢献 
 ITU-T の SG の課題と SDGs17 とのマッピングガイドラインを TSAG に⽇本寄書提案。 
 JT-H870（安全なリスニングデバイス・システムのためのガイドライン）を新規制定、

ITU-T と WHO が推進する Safe Listening の社会実装を後押しするセミナーを開催。 
 「消防指令システム - 消防救急無線間共通インタフェース仕様」の作成作業を企業ネ

ットワーク専⾨委員会で実施。 
 

2 標準化活動 

2.1 標準化会議 
 世界貿易機関(WTO)の TBT 協定(Agreement on Technical Barriers to Trade)を尊重し、

標準案リストの Web 公開、標準案の提⽰から決定までの期間を 60 ⽇間確保するなど
公正性、中⽴性、透明性を配慮した標準の制改定⼿続きを⾏い、当年度は 11 件の標準
制定、3 件の標準改定を実施（別紙 1）。 

 2020 年 3 ⽉ 4 ⽇に開催した第 125 回標準化会議で、各専⾨委員会の 2020 年度中期標
準化戦略を承認。 

 
2.2 企画戦略委員会 
2.2.1 企画戦略委員会の主な取り組み 

企画戦略委員会は、事業計画・企画・広報・体制検討・協調など様々な役割を担う重要な
会議体であり、TTCの標準化活動をさらに戦略的に進めるため、様々な取り組みを⾏った。     

今年度は、18の専⾨委員会と2つのアドバイザリーグループで活動を実施（別紙2・3）。 
（1） 3者会合の設定 

TTCの重要な事業戦略である中期標準化戦略に関して、専⾨委員会の委員⻑・副委
員⻑、担当の企画戦略委員と事務局が進捗状況の確認や課題を共有する場を設けた。 

（2） 情報流通＆双⽅向性の担保 
企画戦略委員会の議事内容を各専⾨委員会にオープンにするとともに、付議したい
事項や参加希望について、専⾨委員会委員⻑・副委員⻑の意⾒反映を図った。 

（3） ⼩委員会の設置検討 
専⾨委員会単独では横断的な重点課題の設定や新規テーマの発掘が難しいことから、
これらを解決するための仕組み“⼩委員会”を設置することとした。企画戦略委員会
内部に課題・テーマ毎に⼩委員会を設置し、課題・ギャップを解決していく。 

（4） 情報規格調査会（ISO/IEC JTC1の国内審議団体）との意⾒交換 
ITU-T と JTC1 の標準化機関相互の戦略レベルの意⾒交換会を開催し、標準化連携
のための主に IoT、スマートシティ、AI、セキュリティ分野の情報を共有。 
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2.2.2 アドバイザリーグループ 
（1） 技術調査アドバイザリーグループ 

TTC の標準化活動に資するため、海外の主要なフォーラム標準化活動の最新動向を調
査分析、調査結果を「TTC フォーラム調査報告書（第 26 版）」として展開。 

表 TTC フォーラム調査報告書（第 26 版）概要 
対象フォーラム 70(調査終了 7，新規 5) 

注⽬分野 
①スマートシティ ②5G ③コネクテッド・カー 
④SDN/NFV ⑤ビッグデータ/ IoT/M2M 

広報活動 
企画戦略委員会および専⾨委員会に展開 
ホームページ 3/5 公開、TTC レポート（2020 年 4 ⽉号） 

 
（2） 国際連携アドバイザリーグループ 
 ⽇本国内の SDO として他の国際標準化機関・団体等との連携・協調を図った。 
 主に、ITU-T TSAG（電気通信標準化アドバイザリーグループ）、APT（アジア・太平

洋電気通信共同体）、CJK 会合への対処⽅針の作成を実施（詳細は 4.1 参照のこと）。 
 
2.3 専⾨委員会 
 18 の専⾨委員会で標準化動向・新規標準化課題の調査、国際標準化機関への提案、TTC

ドキュメントを作成（標準・仕様書・技術レポート・調査報告書）。 
 2019 年度の⽬標達成状況を含む 2020 年度中期標準化戦略を策定し、企画戦略委員会

および標準化会議で承認（別紙 4）。 
 ITU-T の各 SG(Study Group)における標準勧告の制定や FG(Focus Group)における新

規課題の発掘に貢献するため提出した寄書数や、TTC 標準等の制改定数は下表のとお
り。oneM2M や 3GPP への提案は、各パートナーシッププロジェクトに参加する TTC
会員より提案済み。 

表 寄書・標準等制改定数 
 2019 年度 2018 年度 2017 年度 
寄書数 158 112 152 

最も貢献した専⾨

委員会(数) 

伝送網・電磁環境
（39） 

伝送網・電磁環境
（37） 

伝送網・電磁環境
（53） 

TTC 標準制改定 14 24 15 
仕様書制改定 560 1,975 195 
 内 3GPP 536 1,952 195 
技術ﾚﾎﾟｰﾄ制改定 15 99 12 
 内 3GPP 1 81 3 

 詳細は別紙 5-1,5-2,5-3 を参照のこと。 
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2.4 IPR 委員会 
 第 134 回 IPR 委員会では、ETSI のパテントポリシー動向、IEEE のパテントポリシー

動向、FRAND 研究会の動向に関する情報共有を実施。 
 TTC IPR 委員会 特別委員 藤野 仁三 ⽒、副委員⻑ 沖 哲也 ⽒を講師にした TTC セ

ミナー「なぜ特許は標準に接近するのか〜標準必須特許問題の本質を考える〜」を開催。 
 第 135 回 IPR 委員会では、特許庁から SEP 判定の⼿引きの改訂紹介、ITU-T IPR AHG

電話会議報告、5G SEP の状況に関する情報共有を実施。 
 
2.5 標準化活動に資する業務の受託 

TTC の標準化活動に資する業務として 3 件の業務を受託した。本受託業務の実施により、
標準化活動に関連する知識・ノウハウの蓄積を⾏うことができた。 
(1) 総務省より受託「デジュール及びフォーラム標準に関する標準化活動の強化に資する

調査等の請負」等 
 ITU-T、APT の標準化活動調査として、TSAG、CTO、ASTAP などの会合に参加する

とともに、ITU-T の SG、FG 活動を分析し、標準化活動の在り⽅を提⾔。標準化教育
テキストの更新や標準化⼈材育成セミナーも実施。 

 国内外フォーラム等 55 団体の活動概要と IoT に関する観点から活動状況の傾向分析を
実施。 

 情報通信審議会答申 (H28 年 7 ⽉) における標準化の重点領域 (下表参照) において
IEEE, IETF, W3C, TM Forum, 3GPP, ITU-T 等標準化活動の調査を⾏う者 19 組を選
定し、取組テーマに関する標準化動向調査を実施。 

 これまで調査者公募・選定を 4, 5 ⽉に実施していたが、2020 年度からは、4 ⽉から調
査者が標準化会議への参加、調査できるよう 2, 3 ⽉に公募、評定（順位付け）を実施。 
 

表 調査の重点領域と調査機関・団体 
重点領域 技術分野 調査した標準化機関・団体 

統合 ICT 基盤領域 
（膨⼤な「モノ」を確実
につなぐ共通基盤技術
の標準化） 

① 物理ネットワーク層 IEEE, Bluetooth SIG 

② 共 通 プ ラ ッ ト フ ォ ー
ム・マネジメント層 

W3C, IETF, IEEE, OMG, TM Forum, 3GPP, 
ITU-T FG-ML5G, ITU-T FG-DPM, ETSI 
ISG-MEC, ITU-T FG-AI4EE, ITU-T SG20, 
Bluetooth SIG, The Open Group 

サービス/ビジネス領域 
（共通基盤技術をベー
スに新ビジネス・サービ
スを創出するための標

① 固定系 IoT 
IETF, TM Forum, OMG, ITU-T FG-DPM, 
ITU-T SG20, Blutooth SIG, CTA (全⽶家電技
術協議会) 会議 

② 移動系 IoT W3C, IETF, TM Forum, OMG, Bluetooth SIG, 
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準化） 3GPP 
③ 映 像 ・ コ ン テ ン ツ 系

IoT 
W3C, ITU-T SG16, OMG, Bluetooth SIG, 
3GPP, 世界ろう連盟 

 
(2) ICT 国際標準化懇話会 
 国際標準化活動の重要性の啓蒙活動の⼀環として、総務省国際戦略局⻑ら幹部と⽇本

を代表する情報通信関連企業の経営層の⽅々を集めた、ICT 国際標準化等に関する意
⾒交換を⾏う場を企画運営。 

 INIAD(東洋⼤学情報連携学部)学部⻑、cHUB(東洋⼤学学術実業連携機構)機構⻑、東
京⼤学名誉教授の坂村健⽒による「オープンイノベーション時代の標準化戦略」と題し
た講演を実施。 

 
(3) 企業戦略と標準化活動に関する企業へのヒアリング調査 
 上記（1）の受託の⼀貫で、ICT 国際標準化懇話会参加企業を中⼼に、各社幹部等のヒ

アリングを通じて、国際標準化活動を深掘りし、総務省として取るべき施策を提⾔とし
てとりまとめた。 

 提⾔内容を、総務省情報通信審議会情報通信審議会技術分科会技術戦略委員会標準化
戦略ワーキンググループ（第 5 回）で発表。 
 

表 ヒアリング調査主な施策等 

体制 
⽇本として取り組むべきテーマや、ITU のトップマネジメント会合等への参加
に対する⽀援、⻑期専任⼈材の確保、対⾯以外のロビー活動⽀援 

情報交換 官⺠の間で⽇々すり合わせるカジュアルな情報交換の実施 
情報発信 企業の事業に貢献した標準事例の共有 
表彰制度 若⼿対象やイノベーション的活動にスポットをあてたものに拡⼤ 
⼈材育成 各社において標準化活動に実績のある⼈材をプール、各社の⼈材育成に活⽤ 

 
(4) NICT より受託「スマート IoT 推進フォーラムの事務局⽀援業務」 
 フォーラム配下の分科会・プロジェクトの事務局運営、IoT 価値創造推進チームの運営

を⽀援（詳細は 3.2 を参照のこと）。 
 

3 分野横断的な活動を通じた新分野への活動の推進 

デジュール標準とフォーラム標準、サービス・アプリケーションレイヤの検討に⼀体的か
つ柔軟に対応するため、分野をまたがった標準化提案作成作業など、ICT 利活⽤や IoT に
よるイノベーション創出を推進する活動を実施。 
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3.1 オープンイノベーション活動の推進 
 オープンイノベーションを技術とビジネスの両⾯から⽀える活動を強化するために、オ
ープンイノベーション的アプローチ「少⼈数」「参加型・双⽅向型」「シリーズ化したプログ
ラム構成」で、最先端の技術を活⽤したビジネスについて検討する実践的なワークショッ
プ・検討会を実施。 

表 2019 年度研究会・検討会概要 
研究会 概要 

サービス⾰新のための
イノベーション研究会 

 企業の枠を超えたオープンイノベーションによる⾰新的サー
ビスの創出や、技術開発起点でなく利⽤者起点での課題やあ
るべき姿からサービスを考える思考の導⼊に向けて、サービ
ス創出過程で必要なアイデアを⽣み出す思考法を⾝に着ける
とともに、⾰新的なサービスのユースケース創出を⽬指すこ
とを⽬的とした研究会  

 2019 年 7 ⽉-2019 年 12 ⽉まで全 5 回活動 

データセンターの構築・
運⽤課題に関する調査
検討会 

 AI、IoT、ビッグデータ技術の進展により加速するデータセン
ターの⼤規模化について、消費電⼒増加や設置スペース等運
⽤に関する課題、最新技術および標準化動向を把握・整理し、
今後の標準化に向けた検討を実施 

 2019 年 10 ⽉-2020 年 2 ⽉まで 5 回実施 

 
3.2 イノベーション推進の活動⽀援 
 業際イノベーション本部に設置した２つの IoT ワーキングパーティ（IoT エリアネッ

トワーク管理技術ワーキングパーティ及び BHQ ワーキングパーティ）において ICT
業界と利活⽤業界の連携活動に種々の⽀援を⾏った。 

 
3.3 スマート IoT 推進フォーラム 
 事務局運営⽀援を⾏った技術標準化分科会では、IoT に関わる技術の調査や標準化の検

討を⾏い、TTC の IoT エリアネットワーク専⾨委員会と連携して、２つの ITU-T 補
遺⽂書（Supplement）の新規制定、３つの TTC-TR（Technical Report）を発⾏に寄与。 

 IoT 価値創造推進チームの活動では、さまざまな業種において IoT 導⼊を先進的に進
めている企業等の事例調査や投稿事例の精査を⾏い、16 件の IoT 導⼊事例をホームペ
ージで紹介。 
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4 関連標準化機関・団体等との連携 

4.1 国際標準化機関・団体等との連携 
 国際連携アドバイザリーグループで、⽇本国内の SDO として、他の国際標準化機関・団
体等との連携・協調を図った。主に、ITU-T TSAG への対処⽅針の策定、CJK における ITS-
WG 設⽴に係る議論への参加、APT 関連会合や ITU-T 局⻑ CJK-CTO 会合などの主要会
合の⽇本開催を⽀援。 
 前⽥（TTC）が議⻑として、ASTAP-31 および APT WTSA-20 準備会合を⽇本（2019

年 6 ⽉、秋葉原）で開催するとともに、第 43 回管理員会会合に出席し、APT 会合結果
の報告等を実施。 

 TSAG 会合において、WTSA20 に向けた SG 再編に関する基本⽅針の提案を⾏うとと
もに、SG の課題と SDGs の 17 のゴールとのマッピングの必要性を⽰し、マッピング
ガイドライン案を⽇本寄書として提案。 

 CJK-CTO 会合を 2019 年 7 ⽉に TTC で開催。ITU-T における国際標準化の優先課題
や今後の国際標準化の戦略的⽅針について各国の産業界幹部との意⾒交換を図った。 

 
4.2 国内および各分野における関連標準化機関・団体等との連携 
（1） 量⼦ ICT フォーラム 
 量⼦ ICT フォーラムと連携し、量⼦通信に関連したセミナーを実施（2019 年 11 ⽉）。 
 量⼦ ICT フォーラムと覚え書きを締結予定。ITU-T をはじめとする国際標準化団体の

取り組み状況を把握・共有し、国際標準化活動への貢献を⽬指す。 
 

（2） 情報処理学会・情報規格調査会 
 情報処理学会と連携し量⼦関係の新テーマに関するセミナーを実施（2019 年 4 ⽉）。 
 情報処理学会の下部組織、情報規格調査会（ISO/IEC JTC1 の国内審議団体）と企画戦

略レベルの意⾒交換会を 2 回開催。 
 
（3） 情報通信ネットワーク産業協会 
 情報通信ネットワーク産業協会と覚書を締結（2020 年 3 ⽉）。TTC が提案し成⽴した

APT 勧 告  “Standard Specification, Information and Communication System using 
Vehicle during Disaster” の社会実装に向けた活動を連携して進める予定。 

 
（4） HATS フォーラム 
 HATS フォーラムと TTC との連携・協⼒について、CIAJ 幹部も含めて会合を開催。

IoT エリアネットワーク専⾨委員会と IoT 相互接続試験調査アドホックとの連携など
議論。 
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（5） 様々な団体との共同セミナーの開催 
 （⼀社）ブロードバンド推進協議会（BBA）「ローカル 5G の動向と展望- 適⽤技術と

ユースケース/ソリューション -」 
 （⼀社）電波産業会（ARIB）「oneM2M / 3GPP が⽀える IoT・スマートシティの世界 

― oneM2M リリース 3 / 3GPP リリース 15 の標準化最新動向 ―」 
 CEPT_ECC-NaN（欧州主管庁の技術検討組織）「電気通信番号に関する合同セミナー」 
 第 5 世代モバイル推進フォーラム（5GMF）NW 委員会「ネットワークの低遅延化とソ

フトウェア化」 
 慶応技術⼤学 W3C「W3C の最新動向と展望」 
 

5 普及・広報活動 

5.1 TTC 標準・仕様書等の発⾏物の頒布 
 2019 年度の TTC 標準類ダウンロード数は 97,361 で昨年度⽐約 115%。上位 20 件の

ダウンロード数は 31,557 で昨年度⽐約 83%となった。 
 標準類ダウンロード数を専⾨委員会別にみると最も多いのが「信号制御専⾨委員会」の

約 2.5 万件、「伝送網・電磁環境専⾨委員会」の約 2.1 万件、「マルチメディア応⽤専⾨
委員会」の 9 千件と続く。 
 

表 TTC 標準類ダウンロード数 
 2019 年度 2018 年度 2017 年度 
累計 97,361 84,732 122,128 
TOP20 合計 31,557 38,036 40,257 
⽉平均 8,113 7,061 10,117 

専⾨委員会別 TOP3 

信号制御 
（25,403） 

伝送網・電磁環境
（21,017） 

伝送網・電磁環境
（29,460） 

伝送網・電磁環境
（20,872） 

信号制御 
（20,045） 

信号制御
（24,546） 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ応⽤専⾨ 
（9,256） 

企業ネットワーク 
(9,327) 

メディア・符号化 
(14,811) 

 詳細は別紙 6 を参照のこと。 
 
5.2 各種セミナー・ワークショップの開催及び展⽰会等への出展 
 従来の標準化動向や活動成果発表にとどまらず、将来の標準化活動の発掘を⽬的とし

た量⼦・5G・IoT 等の新テーマを扱ったセミナーを 26 回開催（別紙 7-1）。 
 「少⼈数」「参加型・双⽅向型」「シリーズ化したプログラム構成」によるワークショッ
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プ「サービス⾰新のためのイノベーション研究会」「データセンターの構築運⽤課題に
関する調査検討会」を開催（別紙 7-2）。 

 セミナー・研究会・検討会の参加者数は延べ 2,282 名、会員外の参加者 702 名。 
 新型コロナウィルス感染拡⼤を防ぐため、2 ⽉ 26 ⽇〜3 ⽉末に計画していたセミナー5

つを全て中⽌または延期とした。 
 
5.3 ホームページ・TTC レポート等の充実 
 ホームページを情報発信の重要なツールと位置づけ、制改定した標準類やセミナーの

開催報告（講演資料含む）、マエダブログ等タイムリーに情報提供（2019 年度トピック
ス件数：100 件）。 

 ホームページを全⾯リニューアル後（2019 年 4 ⽉ 8 ⽇公開）も、報道発表・メディア
掲載情報などコンテンツを拡充。 

 会員向けに TTC レポートを年 4 回発⾏(2019 年 4 ⽉、7 ⽉、10 ⽉、2020 年 1 ⽉)。 
 活動状況を毎⽉ 1 回メール配信し、TTC 活動及び関連会議に関する情報提供を実施。 
 
5.4 関連団体等主催セミナー・展⽰会等への後援・協賛 
 関連する他団体等が主催するセミナー・ワークショップについて、10 件の後援・協賛

を通じ連携を強化(別紙 7-3)。 
 IETF の上部組織であるインターネットソサエティの⽇本⽀部（ISOC-JP）が主催する

IETF 会合報告会について、3 件の後援を実施。 
 第 31 回 APT 標準化機関総会（ASTAP-31）、通信・放送 Week への展⽰を含む 8 件の

展⽰会等へ後援・協賛を実施(別紙 7-4)。 
 

6 表彰 

 表彰制度にもとづき表彰選考委員会を開催し、情報通信技術賞の対象者を選考(2019 年
4 ⽉ 12 ⽇)。 

 「2019 年度 情報通信技術賞・功労賞表彰式、感謝状贈呈式（2019 年 6 ⽉ 18 ⽇）」に
て総務⼤⾂表彰（2 名）、TTC 会⻑表彰（5 名）、功労賞表彰（19 名）、感謝状贈呈（2
団体）を⾏い、その功績を称えた (別紙 8)。 

 

7 業務運営 

7.1 規程等の整備 
記載すべき事項なし。 
 

9



 

7.2 会議等の実施状況 
総会、理事会、評議会の実施状況は、次のとおりである。 

会議名 実施⽇ 主な議題 
第 51 回評議会 2019.5.24 ・2018 年度標準作成状況について 

第 203 回理事会 2019.5.24 

・2018 年度事業報告及び附属明細書につい
て 

・2018 年度貸借対照表及び正味財産増減計
算書並びにそれらの附属明細書について 

・役員候補の推薦について 
・評議会委員の選任について 
・標準化会議議⻑及び副議⻑の承認について 
・企画戦略委員の選任について 
・⼊会の承認について 

第 57 回定時総会 2019.6.18 

・2018 年度事業報告及び附属明細書の件 
・2018 年度貸借対照表及び正味財産増減計

算書並びにそれらの附属明細書の件 
・役員選任の件 

第 204 回理事会 2019.6.18 
・会⻑の互選について 
・事務局⻑の承認について 
・⼊会の承認について 

第 205 回理事会(書⾯) 2019.7.12〜7.22 
・企画戦略委員の選任について 
・⼊会の承認について 

第 206 回理事会(書⾯) 2019.8.23〜9.2 ・⼊会の承認について 

第 207 回理事会(書⾯) 2019.11.22〜12.2 
・企画戦略委員の選任について 
・⼊会の承認について 

第 208 回理事会 2020.2.18 

・2020 年度事業計画について 
・2020 年度収⽀予算について 
・表彰選考委員の選定について 
・⼀般社団法⼈情報通信ネットワーク産業協
会との協⼒関係に関する覚書について 
・⼀般社団法⼈量⼦ ICT フォーラムとの協⼒
関係に関する覚書について 
・⼊会の承認について 

第 209 回理事会(書⾯) 2020.3.17〜3.26 ・業際イノベーション本部⻑の承認について 
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7.3 会員及び財務状況 
 財務⾯では、会費⼝数が計画を上回ったこと、調査研究受託収⼊が計画を上回ったこと

から⿊字決算を実現。 
 会員数及び会費⼝数の増加に向けて、新規標準化テーマへの積極的な取り組み等標準

化活動の活性化に向けた専⾨委員会の体制整備や、会議やセミナー開催を⽀援する補
助⾦確保に向けた取り組みを実施。 

 専⾨委員会等の活動報告やセミナーの充実、ホームページからの情報発信、会議室の環
境整備など、会員数及び専⾨委員会登録数の増加に向けた施策を強化するとともに、経
費削減に向けたきめ細かな取り組みを実施。 

 
＜2019 年度に取り組んだ主な環境整備・経費節減施策＞ 
 TTC 会議室環境整備（電⼦⽩板の購⼊） 
 システム構築（VISA 申込管理・標準ダウンロード） 
 データベースサービスを活⽤した会員等へのメール配信業務の効率化 
 
（2019 年度における会員の推移） 
会員種別 2018 年度末 2019 年度末 2019 年度における変動 
正会員 80 78 ⼊会 2 社、退会 4 社 
準会員 3 4 ⼊会 1 社 
賛助会員 6 7 ⼊会 2 社、退会 1 社 
協⼒会員 9 9 ⼊会 1 社、退会 1 社 
合計 98 98 ⼊会 6 社、退会 6 社 

 
（2019 年度における専⾨委員会登録数の主な推移） 

専⾨委員会 変動 
IoT・スマートシティ 新規登録 13 社 
AI 活⽤、3GPP 新規登録 2 社 
コネクテッド・カー、セキュリティ 新規登録 1 社 
信号制御、伝送網・電磁環境 新規登録 1 社、退会 1 社 
IoT エリアネットワーク 新規登録 1 社、退会 2 社 
マルチメディア応⽤ 新規登録 1 社、退会 6 社 
Network Vision 退会 1 社 
アクセス網、oneM2M 退会 2 社 
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7.4 事業運営の効率化および事業基盤の強化・安定化 
 個⼈情報の安全管理に取り組むために、「緊急時対策基準（個⼈データ事故発⽣時）」や

個⼈データ等の取扱いに関する業務マニュアル」を定めた「個⼈データ取扱要領」を制
定し、個⼈データの安全管理の強化を実施。 

 ワーク・ライフ・バランスの実現と、事務局運営の円滑化・効率化を促進するため⼥性
活躍推進法に基づき策定した⾏動計画について、ノー残業デー及び有給休暇取得促進
を実施。 

 新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡⼤防⽌の観点から、TTC 会員、⾮会員及び
事務局職員の健康と安全を確保するため、会議及びセミナーの中⽌・延期や従来の臨場
（ＴＴＣ会議室を利⽤）⽅式に加え、Web 会議（オンライン会議）を活⽤したり、事
務局職員のシフト勤務の試⾏実施や在宅勤務の試⾏実施など事業運営の⽅法を⼀部⾒
直し柔軟な対応を実施。 
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別紙 1 

(1)標準化会議の審議経過 

内容 標準化会議回数 
第 121 回 第 122 回 第 123 回 第 124 回 

標準案の周知 
2019.3.8 

(Web 公開) 
2019.6.7 

(Web 公開) 

2019.9.13 
付議する案件が無
かったため中⽌ 

2019.12.6 
(Web 公開) 

標準案説明会 
中⽌ 

(注 1) 
中⽌ 

(注 1) 
― 

中⽌ 
(注 1) 

標準案に対する意
⾒・対案の募集 

2019.3.8 
〜 

2019.3.29 

2019.6.7 
〜 

2019.6.28 
― 

2019.12.6 
〜 

2020.1.10 
対処⽅針の 
周知(1 回⽬) 

中⽌ 
(注 2) 

2019.7.12 ― 
中⽌ 

(注 2) 

対処⽅針に対する
意⾒・対案の募集 

― 
2019.7.12 

〜 
2019.7.19 

― ― 

対処⽅針の 
周知(2 回⽬) 

― ― ― ― 

票決実施の 
議⻑決定周知 

2019.5.10 
(E-Mail) 

2019.7.26 
(E-Mail) 

― 
2020.2.7 
(E-Mail) 

電⼦投票実施 

2019.5.17 
9:00 
〜 

2019.5.23 
15:00 

2019.8.23 
9:00 
〜 

2019.8.29 
15:00 

― 

2020.2.14 
9:00 
〜 

2020.2.20 
15:00 

【内容欄の説明】 
標準案の周知：標準案に対する意⾒および対案の提出依頼および IPR 声明書の提出依頼。 
標準案説明会：原則として「標準案に対する意⾒・対案の締切⽇」までに開催。 
対処⽅針の周知：意⾒・対案に対し、当該専⾨委員会として対処⽅針を⽰す。 
 (注 1)：標準案説明会を案内したが、参加希望者が 1 名以下だったため、個別に対応し説明会は中⽌ 
 (注 2)：標準案に対する意⾒・対案の提出がなかったため中⽌  
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(2)2019 年度標準の制改定件数および意⾒・対案の提出状況 

標準化会議 
(投票締切⽇) 

標準作成状況 
(注1)  

意⾒・対案の提出状況（件数） 

新規 改定 廃⽌ 

標準化会議委員提案 専⾨委員会⾃主提案 
技術内容に 
関するもの 

記述形態に 
関するもの 

技術内容に 
関するもの 

記述形態に 
関するもの 

提案 採⽤ 提案 採⽤ 提案 採⽤ 提案 採⽤ 
第 121 回 

(2019.5.23) 
6 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

第 122 回 
(2019.8.29) 

3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

第 123 回 
(2019.11.14) 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

第 124 回 
 (2020.2.20) 

   0 0 0 0 0 0 0 0 

計 9 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
 
 (注 1)本表に記載の「改定」以外に、単なる誤記訂正等、技術的内容には変更が無い改定は当該専⾨委員
会での承認のみで改定版の制定が⾏えるので、その数値は本表には含まれていない。 
 

(3)制改定及び廃⽌した標準等の年度別の件数推移 
以下の標準類の制改定数と廃⽌数には、標準類の英訳版((E)標記のドキュメント番号の標準
類)、および標準の単なる誤記訂正による改定は含めていない。 
① 標準類の年度別「制定・改定・廃⽌」件数推移 (3PPP/3GPP2 以外) 

区分 年度 2015 2016 2017 2018 2019 

標準 
制定 14 9 9 17 11 
改定 10 2 6 7 3 
廃⽌ 0 0 0 0 0 

仕様書 
制定 9 18 0 22 24 
改定 0 0 0 1 1 
廃⽌ 3 0 0 0 0 

技術ﾚﾎﾟｰﾄ 
制定 8 16 6 8 11 
改定 6 2 3 1 3 
廃⽌ 0 0 0 0 0 
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(参考)2019 年度英訳版：改定 2 件。誤記訂正による改定：1 件。 
 
② 3GPPおよび3GPP2の標準類の年度別「制定・改定・廃⽌」件数推移 

区分 年度 2015 2016 2017 2018 2019 

仕様書 
制定 508 824 195 1,952 535 
改定 0 0 0 0 0 
廃⽌ 1 0 0 0 3 

技術ﾚﾎﾟｰﾄ 
制定 4 38 3 90 1 
改定 0 0 0 0 0 
廃⽌ 0 0 0 19 0 

 
③ TTC 標準類の累積件数(3GPP/3GPP2 を含む 2019 年度累計) 

 年度 2015 2016 2017 2018 2019 

標 準
類 

標準 851 860 869 886 897 
仕様書 10,961 11,803 11,998 13,972 14,528 

技術レポート 483 537 546 625 637 
 
④ TTC 標準類英訳版の制改定及び廃⽌（参考） 

種別 専⾨委員会名 年⽉⽇ 制改定及び廃⽌した標準類の番号とタイトル 

標準 信号制御 2019.5.23 

JJ-90.30(E)（改定 第 6 版） 
Common interconnection interface Between IMS 
operator's networks (English Edition) 
JJ-90.32(E)（改定 第 2 版） 
Common interconnection interface for SIP domain name 
resolution based on DNS (English Edition) 

 
⑤ TTC 標準の誤記訂正による改定（参考） 

種別 専⾨委員会名 改定年⽉⽇ 改定した標準番号とタイトル 

標準 網管理 2019.10.23 
JT-M3070（改定 第 1.1 版） 
エンドツーエンドクラウドコンピューティング管理
の概要 
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別紙 2 

(1)企画戦略委員会 委員⻑・副委員⻑・委員⼀覧 
役職 ⽒名 会員名 

委員⻑(標準化会議議⻑) 滝嶋 康弘 KDDI 株式会社 
副委員⻑(標準化会議副議⻑) 瀬社家 光 ⽇本電信電話株式会社 

委員 表 英毅 ソフトバンク株式会社 
委員 芦 賢浩 株式会社⽇⽴製作所 
委員 ⿅嶋 正幸 沖電気⼯業株式会社 
委員 澤⽥ 政宏 株式会社 NTT ドコモ 
委員 四⽅ 清隆 富⼠通株式会社 
委員 上茶 雄 ⽇本電信電話株式会社 
委員 中野 裕介 ＫＤＤＩ株式会社 
委員 ⼭⽥ 徹 ⽇本電気株式会社 

 
(2)部⾨・専⾨委員会・AG の担当企画戦略委員について 

部⾨ 専⾨委員会・アドホック等 

ICT 活⽤アプリケーション：
四⽅、⼭⽥、芦、澤⽥ 

・マルチメディア応⽤：四⽅ 
・コネクテッド・カー：芦  ・BSG：⼭⽥ 
・IoT・スマートシティ：澤⽥、⼭⽥ 

プラットフォーム： 
四⽅、芦、中野 

・AI 活⽤：四⽅、芦     ・oneM2M：中野 
・セキュリティ・企業ネットワーク：芦 

プロトコル・NW 管理・品質：
上茶、表 

・信号制御・番号計画：上茶 
・網管理：表 

アーキテクチャ： 
上茶、中野、澤⽥ 

・Network Vision：上茶、中野 
・移動通信網マネジメント、3GPP：澤⽥、中野 

トランスポート・アクセス・
エリア NW：⿅嶋、表 

・IoT エリアネットワーク：⿅嶋 
・伝送網・電磁環境、光ファイバ伝送：表 
・アクセス網：表、⿅嶋 

アドバイザリーグループ ・国際連携・技術調査：⼭⽥ 
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2020 年 3 ⽉末⽇ 
(3)企画戦略委員会開催状況 

回 開催⽇ 主な審議課題等 

第 131 回 2019.4.12 

・ 2019年度イノベーション推進委員会の取り組み 
・ ICTと気候変動専⾨委員会の状況について 
・ データセンターに関する勉強会について 
・ 2019年度表彰選考（功労賞）の選考について 

第 132 回 2019.5.23 

・ 2018年度研究会の総括 
・ サービス⾰新のためのイノベーション研究会参加者募集について 
・ 企画戦略委員会と専⾨委員会との連携強化について 
・ ICTと気候変動専⾨委員会の状況について 
・ 2018年度事業報告について 
・ 2018年度イノベーション推進委員会の取り組み 

第 133 回 2019.6.19 

・ 企画戦略委員会の専⾨委員会担当について 
・ 総務省受託「デジュール及びフォーラム標準に関する標準化活動

の強化に資する調査等」のTTC活動への活⽤ 
・ AI for Good Global Summit2019参加報告 
・ TTCレポート寄稿のお願い 

第 134 回 2019.7.22 

・ 拡⼤企画戦略委員会の中間開催の有無 
・ 企画戦略専⾨委員より三者会合の状況報告 
・ oneM2M・3GPP専⾨委員会合同セミナー 
・ CTO会合報告速報 

第 135 回 2019.9.19 

・ 前回企画戦略委員会報告の三者会合状況のまとめ 
・ 企画戦略専⾨委員より三者会合の状況報告及び課題の共有 
・ 専⾨委員会を交えた会合に向けたテーマ検討 
・ サービスイノベーション研究会実施状況について 
・ CTO会合報告速報 
・ 企業ヒアリングご協⼒のお願い 

第 136 回 2019.10.25 

・ 専⾨委員会連携の論点 
・ 標準化議論の進め⽅ 
・ 2020年度事業計画トピックス案 
・ TSAG会合報告各専⾨委員会の上半期会議・トピックス報告 

第 137 回 2019.11.19 

・ 2020年度事業計画トピックス案 
・ 2020年度中期標準化戦略フォーマット案 
・ 標準化議論の進め⽅ 
・ フォーラム調査2019中間報告 
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第 138 回 2019.12.16 
・ ⼩委員会等企画戦略委員の進め⽅ 
・ 拡⼤企画戦略委員会の進め⽅ 
・ 2020年度事業計画案 

第 139 回 
2020.1.22 

(拡⼤形式) 

・ 専⾨委員会・アドホックグループ・アドバイザリーグループの中
期標準化戦略（2020年度）（案） 

・ 横断的な課題、委員会連携に関する議論・意⾒交換 
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別紙 3 
(1)専⾨委員会の構成 
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(2)専⾨委員会 委員⻑・副委員⻑⼀覧 
    2020 年 3 ⽉末⽇現在 

部⾨ 専⾨委員会名 委員⻑ 副委員⻑ 
ICT 活⽤アプ
リケーション 

マルチメディア応⽤専⾨委員会 ⼭本 秀樹 
(沖電気⼯業㈱) 

芹沢 昌宏 
(⽇本電気㈱) 

コネクテッド・カー専⾨委員会 千村 保⽂ 
(沖電気⼯業㈱) 

⼩⾕ 誠剛 
（富⼠通㈱） 

BSG 専⾨委員会 岩⽥ 秀⾏ 
(⽇本電信電話㈱) 

⾕川 和法 
(⽇本電気㈱) 

IoT・スマートシティ専⾨委員会 ⼭⽥ 徹 
(⽇本電気㈱) 

後藤 良則 
(⽇本電信電話㈱) 

プ ラ ッ トフォ
ーム 

AI 活⽤専⾨委員会 藤原 正勝 
（⽇本電信電話㈱） 

宮澤 雅典 
（KDDI㈱） 

oneM2M 専⾨委員会 ⼭崎 徳和 
(KDDI㈱) 

⼭崎 育⽣ 
(⽇本電信電話㈱) 

セキュリティ専⾨委員会 三宅 優 
(KDDI㈱) 

森村 ⼀雄 
(⽇本電信電話㈱) 

企業ネットワーク専⾨委員会 ⾺場 秀和 
(富⼠通㈱) 

須藤 ⼀郎 
(岩崎通信機㈱) 

プ ロ ト コル・
NW 管理・品質 

信号制御専⾨委員会 蓑⽥ 学 
(KDDI㈱) 

⻫藤 壮⼀郎 
(沖電気⼯業㈱) 

網管理専⾨委員会 ⾼呂 賢治 
(沖電気⼯業㈱) 

清⽔ 智明 
（NTT コムウェア㈱） 

番号計画専⾨委員会 ⼤久保 知明 
（⽇本電信電話㈱） 

井上 統之 
(KDDI㈱) 

ア ー キ テクチ
ャ 

Network Vision 専⾨委員会 後藤 良則 
(⽇本電信電話㈱) 

桑原 幹夫 
(㈱⽇⽴製作所) 

移動通信網マネジメント専⾨委員
会 

横⽥ ⼤輔 
(ソフトバンク㈱) 

相川 慎⼀郎 
(富⼠通㈱) 

3GPP 専⾨委員会 ⽥村 利之 
(⽇本電気㈱) 

⼭⽥ 郁夫 
（㈱NTT ドコモ） 

ト ラ ン スポー
ト・アクセス・
エリア NW 

IoT エリアネットワーク専⾨委員
会 

布引 純史 
(⽇本電信電話㈱) 

⾼呂 賢治 
(沖電気⼯業㈱) 

伝送網・電磁環境専⾨委員会 村上 誠 
(⽇本電信電話㈱) 

⼩⻄ 良明 
（三菱電機㈱） 
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アクセス網専⾨委員会 岡崎 浩治 
(ソフトバンク㈱) 

⽔⼝ 潤 
(三菱電機㈱) 

光ファイバ伝送専⾨委員会 中島 和秀 
(⽇本電信電話㈱) 

飯塚 哲也 
(ソフトバンク㈱) 
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別紙 4 
（1）中期標準化戦略（2019 年度活動報告） 
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別紙 5-1 
寄書審議状況 

専⾨委員会 寄書数 提案先 

マルチメディア応⽤ 25 件 
ITU-T SG16(Multimedia)（IPTV, ILE, e-health, アク
セシビリティを含む） 

コネクテッド・カー 7 件 

CITS(Collaboration on ITS Communication 
Standards), ASTAP,ITU-T FG-VM（Focus Group on 
Vehicular Multimedia）, ITU-T SG16 

BSG 2 件 ASTAP 

IoT・スマートシティ 5 件 ITU-T SG20(IoT, smart cities & communities)  

ICT と気候変動 SWG 6 件 ITU-T SG5（Environment and circular economy） 

セキュリティ 20 件 ITU-T SG17(Security) 

網管理 4 件 ITU-T SG12(Performance, QoS and QoE) 

番号計画 3 件 ITU-T SG2(Operational aspects) 

Network Vision 15 件 ITU-T SG13(Future networks (& cloud)) 

IoT エリアネットワーク ２件 ITU-T SG20  

伝送網・電磁環境 39 件 
ITU-T SG15（Transport, access and home）, 
ITU-T SG5（Environment and circular economy） 

アクセス網 8 件 ITU-T SG15 

光ファイバ伝送 19 件 ITU-T SG15 

国際連携 AG ３件 ITU-T TSAG，WTSA 準備会合 
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別紙 5-2 
TTC 標準の制改定状況 

専⾨委員会 
制改定年⽉⽇ 
(標準化会議) 

制改定した標準の番号とタイトル 

マルチメディア
応⽤ 

2019.8.29 
(第 122 回) 

JT-H870（新規 第 1 版） 
安全なリスニングデバイス/システムのためのガイドライン 
JT-F921（新規 第 1 版） 
視覚障害者のための⾳声による屋内及び屋外ネットワークナ
ビゲーションシステム 
JT-F930（新規 第 1 版） 
マルチメディア通信リレーサービス 

2020.2.20 
(第 124 回) 

JT-H430.2（新規 第 1 版） 
超⾼臨場ライブ体験(ILE: Immersive Live Experience)：アーキ
テクチャフレームワーク 

信号制御 
2019.5.23 

（第 121 回） 

JJ-90.27（改定 第 5 版） 
着信転送サービス(CDIV)に関する NNI 仕様 
JJ-90.28（新規 第 1 版） 
緊急通報呼に関する NNI 仕様 
JJ-90.30（改定 第 6 版） 
IMS 事業者網間の相互接続共通インタフェース 
JJ-90.32（改定 第 2 版） 
SIP ドメイン解決のための DNS 相互接続共通インタフェース 
JF-IETF-RFC8496（新規 第 1 版） 
＜簡略標準＞P-Charge-Info: SIP のプライベートヘッダフィー
ルド（P-Header）の拡張 

網管理 
2020.2.20 

(第 124 回) 
JT-M3372（新規 第 1 版） 
クラウド対応通信管理システムのリソース管理の要件 

伝送網・電磁環
境 

2019.5.23 
（第 121 回） 

JT-K138（新規 第 1 版） 
粒⼦放射線試験に基づく対策のための品質推定⽅法とアプリ
ケーションガイドライン 
JT-K139（新規 第 1 版） 
通信装置の粒⼦放射線影響の信頼度基準 

光ファイバ伝送 
2019.5.23 

（第 121 回） 

JT-G672（新規 第 1 版） 
多⽅路再構成可能光挿⼊/分岐多重装置の特性 
JT-L404（新規 第 1 版） 
現場組⽴シングルモード光ファイバコネクタ 
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別紙 5-3 

(1)仕様書の制改定状況 

専⾨委員会 
制･改･廃 
年⽉⽇ 

概   要 
仕様書 (件) 

新規 改定 廃⽌ 

信号制御 2019.5.23 
TS-1018（改定 第 4 版） 
CUG/PNP に関するインタフェース技術
仕様 

0 1 0 

oneM2M 2019.6.28 
Release 3 
2018 年 12 ⽉ TP＃38 会合承認分 

24 0 0 

3GPP 

2019.6.21 
Release 11〜15 
TSG プレナリ（第 83 回）Shenzhen 会合承
認分 

165 0 0 

2019.10.11 
Release8〜15 
TSG プレナリ（第 84 回）会合承認分 

159 0 0 

2019.12.20 
Release8〜15 
TSG プレナリ（第 85 回）会合承認分 

211 0 3 

 
  

38



 

(2)技術レポートの制改定状況 

専⾨委員会 
制･改･廃 
年⽉⽇ 

概   要 
技術レポート

(件) 
新規 改定 廃⽌ 

コネクテッド・
カー 

2019.10.30 
TR-1068（改定 第 2 版） 
⾃動⾞の遠隔更新技術の標準化動向と実⽤化課題 

0 1 0 

BSG 2020.3.23 
TR-1058（改定 第 4 版） 
遠隔地域での ICT ソリューション導⼊に向けたハ
ンドブック 

0 1 0 

企業ネットワー
ク 

2020.3.5 
TR-1083（新規 第 1 版） 
NETCONF に関する技術報告書 

1 0 0 

番号計画 2020.3.18 
TR-1080（新規 第 1 版） 
NNAI に関するチュートリアル資料_その３ 

1 0 0 

IoT エリアネッ
トワーク 

2019.6.4 
TR-1076（新規 第 1 版） 
IoT エリアネットワーク情報モデルの概説  

1 0 0 

2019.9.9 
TR-1075（新規 第 1 版） 
IEEE 802.1CF に基づく IoT エリアネットワーク
運⽤管理アーキテクチャ 

1 0 0 

2019.12.3 
TR-1082（新規 第 1 版） 
シングル・ペア・イーサネット通信及び直流給電
⽅式についての実装ガイドライン 

1 0 0 

2020.2.4 
TR-1081（新規 第 1 版） 
インフラモニタリング情報モデルのユースケース 

1 0 0 

伝送網・電磁環
境 

2020.3.11 
TR-1084（新規 第 1 版） 
第５世代移動体通信システムにおける OTN の適
⽤に関する技術報告書 

1 0 0 

アクセス網 2019.5.30 
TR-1079（新規 第 1 版） 
第 5 世代移動体通信システムのフロントホールに
おける光アクセスに関する技術報告書 

1 0 0 

光ファイバ伝送 2019.12.13 TR-GSup.40（改定 第 2 版） 
光ファイバケーブルガイドライン 

0 1 0 

oneM2M 2019.6.28 
Release 3 
2018 年 12 ⽉ TP#38 会合承認分 

3 0 0 

3GPP 2019.12.20 
Release8〜15 
TSG プレナリ（第 85 回）会合承認分 

1 0 0 
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別紙 6 

（1） 標準類ダウンロード状況（専⾨委員会別 2019/4-2020/3） 
 

順
位 専⾨委員会 DL 回数

合計 
DL 

標準数 TOP1 DL 
回数 TOP2 DL 

回数 TOP3 DL 
回数 

1 信号制御 25403 275 JJ-90.30 3464 JT-Q931 1908 JJ-90.31 1058 
2 伝送網・電磁環境 20872 86 JT-Y1731 1381 JT-G709 1353 JT-K48 1347 
3 マルチメディア応⽤ 9256 143 TR-IETF-RFC3984 1233 TS-1022 1220 JT-T30 834 
4 アクセス網 7242 36 TR-1079 5751 JT-G961 234 SR-0073 142 
5 3GPP 5829 1395 TS-3GA-

29.274(Rel11) 
v11.9.0 

116 TS-3GA-
29.230(Rel11) 
v11.9.0 

108 TS-3GA-
22.042(Rel11) 
v11.0.0 

101 

6 網管理 5459 89 JT-G652 2033 TR-1054 800 JJ-201.01 569 
7 企業ネットワーク 5430 93 JJ-22.13 450 JJ-22.14 432 JJ-22.11 412 
8 IoT エリアネットワーク 5022 49 TR-1064 842 JJ-300.10 508 TR-1071 413 
9 光ファイバ伝送 4393 18 TR-GSup.39 861 TR-1077 598 JT-G654 520 
10 oneM2M 2641 116 TR-M2M-R1v1.0.0 169 TS-M2M-

0003v1.0.1 
154 TR-M2M-

R2v1.0.1 
85 

11 コネクテッド・カー 1846 1 TR-1068 1846 
    

12 Network Vison 1557 54 JT-X25 257 JT-Y1221 162 JT-I411 135 
13 番号計画 1256 16 SR-0067 522 TR-1070 415 JT-E164 

Supplement 2 
136 

14 移動通信網マネジメント 868 111 TS-3GB-X.S0048-
0v1.0 

137 JT-Q931-b 67 JJ-70.11 44 

15 セキュリティ 227 4 JT-X1051 193 TR-1047 13 TR-1000 11 
17 BSG 60 1 TR-1058 60 

    

 合計  97361 2487       
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（2） 標準類ダウンロード状況（TOP20 2019/4-2020/3） 
 ドキュメント番号 制定⽇ 専⾨委員会 タイトル DL 回数

1 TR-1079 2019/5/30 アクセス網 
第 5 世代移動体通信システムのフロントホールに
おける光アクセスに関する技術報告書 

5751

2 JJ-90.30 2019/5/23 信号制御 IMS 事業者網間の相互接続共通インタフェース 3464

3 JT-G652 2018/5/24 網管理 シングルモード光ファイバ及びケーブルの諸特性 2033

4 JT-Q931 1999/4/22 信号制御 ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース レイヤ３仕様 1908

5 TR-1068 2019/10/30 コネクテッド・カー 
⾃動⾞の遠隔更新技術の標準化動向と実⽤
化課題 

1846

6 JT-Y1731 2010/2/24 伝送網・電磁環境 イーサネットの OAM 機能とメカニズム 1381

7 JT-G709 2011/3/1 伝送網・電磁環境 光伝送網のインタフェース 1353

8 JT-K48 2015/8/27 伝送網・電磁環境 電気通信装置毎の EMC 要求 1347

9 JT-G707 2006/11/27 伝送網・電磁環境 同期ディジタルハイアラーキのＮＮＩ 1293

10 JT-I430 2000/2/1 伝送網・電磁環境 ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェース レイヤ１仕様 1252

11 
TR-IETF-

RFC3984 
2008/2/26 マルチメディア応⽤ 

H.264 ビデオのための RTP ペイロードフォーマット
に関する技術レポート 

1233

12 TS-1022 2017/3/24 マルチメディア応⽤ NET119 共通電⽂仕様書 1220

13 TR-G8275.1 2017/12/5 伝送網・電磁環境 
「ネットワークからフルタイミングサポートでの位相/
時刻同期に関する⾼精度タイム・プロトコルのテレ
コムプロファイル」の技術レポート 

1082

14 JJ-90.31 2018/8/29 信号制御 キャリア ENUM の相互接続共通インタフェース 1058

15 JJ-90.27 2019/5/23 信号制御 着信転送サービス(CDIV)に関する NNI 仕様 990

16 TR-1007 2003/3/14 信号制御 
Session Initiation Protocol (SIP) に関す
る技術レポート 

978

17 TR-GSup.39 2017/2/10 光ファイバ伝送 光伝送システムの開発と技術的考察 861

18 TR-1064 2018/3/15 
IoT エリアネットワー
ク専⾨委員会 

IoT エリアネットワーク向け伝送技術の概説 842

19 JT-T30 2008/5/29 マルチメディア応⽤ 
⼀般交換電話網における⽂書ファクシミリ伝送⼿
順 

834

20 JT-G783 2001/4/19 伝送網・電磁環境 ＳＤＨ多重変換装置の警報系・切替系の動作 831
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別紙 7-1 
TTC主催セミナー・ワークショップ 

No 名称 
年⽉⽇ 

(参加者数) 
(TTC 会員外) 

関連専⾨委員会
等 

1 
【 2019 年 度 情 報 通 信 ⽉ 間 参 加 ⾏ 事 】
IPSJ/TTC 共催セミナー「量⼦コンピュータ
＆量⼦通信の最新動向と展望」 

2019.4.11 
(93 名) 

(TTC 会員外 45 名/39 社) 
企画戦略委員会 

2 TTC セミナー「Safe Listening 3 : ずっといい
⾳を聴いていたい」 

2019.4.22 
(55 名) 

(TTC 会員外 19 名/16 社) 
マ ル チ メ デ ィ ア
応⽤ 

3 TTC 会員限定「菊地 TTC ⼤使報告会〜欧州
における最新の標準化動向〜」 

2019.5.20 
(80 名) 国際連携 AG 

4 
【2019 年度情報通信⽉間参加⾏事】 WTP 展
⽰会場内セミナー 「スマートシティを実現す
る IoT プラットフォーム “oneM2M” 〜動き
始めた世界の動向〜」 

2019.5.31 
(70 名) 

(TTC 会員外 23 名/21 社) 
oneM2M 

5 
【2019 年度情報通信⽉間参加⾏事】2020 年
以降を⽬指す ICT 標準化動向セミナー〜2020
年東京オリンピック・パラリンピックに向け
て〜 

2019.6.3 
(87 名) 

(TTC 会員外 22 名/20 社) 
業 際 イ ノ ベ ー シ
ョン本部 

6 
【2019 年度情報通信⽉間参加⾏事】TTC セ
ミナー「IP 相互接続に係る標準化について 〜
ネットワークの仮想化と PSTN マイグレーシ
ョン〜 

2019.6.14 
(103 名) 

(TTC 会員外 18 名/17 社) 
信号制御 

7 
【2019 年度情報通信⽉間参加⾏事】TTC セ
ミナー「５G におけるセキュリティに関する
最新動向」 

2019.6.17 
(109 名) 

(TTC 会員外 22 名/18 社) 
セキュリティ 

8 【2019 年度情報通信⽉間参加⾏事】「データ
センターの構築・運⽤課題と最新技術動向」 

2019.6.24 
(67 名) 

(TTC 会員外 34 名/29 社) 

アクセス網、伝送
網・電磁環境、光
フ ァ イ バ 伝 送 、
ICT と気候変動 

9 
【2019 年度情報通信⽉間参加⾏事】標準化
（活⽤）⼈材育成セミナー「標準化会議運営⼿
法から学ぶ国際交渉⼒向上セミナー； ITU-T
をケーススタディとして」 

2019.7.18 
(46 名) 

(TTC 会員外 13 名/11 社) 
受託案件 

10 
【2019 年度情報通信⽉間参加⾏事】TTC セ
ミナー 「IoT エリアネットワークに関わる標
準化・技術動向 〜スマートシティの実現に
向けて〜」 

2019.7.19 
(101 名) 

(TTC 会員外 29 名/26 社) 
IoT エリアネット
ワーク 

11 TTC セミナー「最先端脳情報を活⽤した標準
化の今とこれから」 

2019.7.30 
(80 名) 

(TTC 会員外 42 名/32 社) 
マ ル チ メ デ ィ ア
応⽤ 

12 
TTC セミナー IoT・スマートシティ ワーク
ショップ 第 1 回 「スマートシティ評価指標
（KPI）と SDGs― それぞれの評価と活⽤ 
―」 

2019.8.29 
(96 名) 

(TTC 会員外 22 名/18 社) 
IoT・スマートシ
ティ 

13 
TTC・BBA 共催セミナー 「 ローカル 5G の
動向と展望 - 適⽤技術とユースケース/ソリ
ューション - 」 

2019.8.30 
(142 名) 

(TTC 会員外 41 名/39 社) 
3GPP 

14 
TTC セミナー 「次世代超⼤容量光ネットワ
ーク実現に向けて 〜空間分割多重 (SDM) 
技術動向及び標準化展望 〜」 

2019.9.2 
(67 名) 

(TTC 会員外 14 名/12 社) 
光ファイバ伝送 
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15 
ARIB・TTC 共催セミナー「oneM2M / 3GPP
が ⽀ え る IoT ・ ス マ ー ト シ テ ィ の 世 界 ― 
oneM2M リリース 3 / 3GPP リリース 15 の
標準化最新動向 ―」 

2019.9.9 
(110 名) 

(TTC 会員外 42 名/41 社) 

oneM2M、移動通
信 網 マ ネ ジ メ ン
ト、3GPP 
受託案件 

16 欧州 CEPT_ECC-NaN との電気通信番号に関
する合同セミナー 

2019.9.11 
(39 名) 

(TTC 会員外 4 名/4 社) 
番号計画 

17 
TTC セミナー「デジタルトランスフォーメー
ション時代の国際競争⼒強化に向けた市場形
成のための標準化戦略について」 

2019.10.7 
(82 名) 

(TTC 会員外 38 名/31 社) 
企画戦略委員会 

18 CEATEC コンファレンス「AI を活⽤したネッ
トワークの進化と今後の展望」 

2019.10.18 
(190 名) 

(TTC 会員外 112 名/104
社) 

企画戦略委員会 

19 TTC セミナー「電話リレーサービスに係るワ
ーキンググループ報告書について」 

2019.10.30 
(53 名) 

(TTC 会員外 22 名/21 社) 
マ ル チ メ デ ィ ア
応⽤ 

20 NICT/TTC 共催セミナー「量⼦通信の最新動
向と展望」 

2019.11.13 
(80 名) 

(TTC 会員外 17 名/14 社) 
企画戦略委員会 

21 5GMF NW 委員会 / TTC 共催講演会「ネッ
トワークの低遅延化とソフトウェア化」 

2019.11.22 
(53 名) 

(TTC 会員外 18 名/15 社) 
Network Vision 

22 
TTC セミナー「コネクテッド・カー 国連主
導で検討された ⾞載ソフトの遠隔更新技術
ガイドラインの最新動向を直接解説！」 

2019.11.27 
(76 名) 

(TTC 会員外 21 名/17 社) 
コネクテッド・カ
ー 

23 TTC 会員限定「菊地 TTC ⼤使報告会〜欧州
における最新の標準化動向〜」 

2020.1.27 
(31 名) 国際連携 AG 

24 ICT ビジネス戦略セミナー 「デジュール及び
フォーラムの最新標準化動向と今後の取組」 

2020.1.29 
(80 名) 

(TTC 会員外 30 名/28 社) 
受託案件 

25 W3C / 慶應義塾⼤学、TTC 共催セミナー
「W3C の最新動向と展望」 

2020.2.3 
(63 名) 

(TTC 会員外 17 名/15 社) 
業務運営連絡会 

26 TTC セミナー「なぜ特許は標準に接近するの
か 〜標準必須特許問題の本質を考える〜」 

2020.2.7 
(98 名) 

(TTC 会員外 22 名/17 社) 
IPR 委員会 

27 アクセシビリティセミナー「放送・通信におけ
る情報アクセシビリティの向上」 延期 マ ル チ メ デ ィ ア

応⽤ 

28 TTC セミナー「CES2020 に⾒る新たな潮流」 延期 企画戦略委員会 

29 TTC 会員限定セミナー「５G 時代のサイバー
セキュリティ最前線」 延期 企画戦略委員会 

30 国際競争⼒強化のための標準化戦略セミナー 中⽌ 受託案件 

31 
次世代 NW 技術動向セミナー「5G モバイル
向け次世代光アクセスの最新技術・標準化動
向」 

延期 アクセス網 
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別紙 7-2 

TTC主催研究会 

No 名称 回数 
年⽉⽇ 

(参加者数) 
(TTC 会員外) 

関連専⾨委員会等 

1 

サービス⾰新のための
イノベーション研究会 

第 1 回 
2019.7.11 

(18 名) 
(TTC 会員外 1 名/1 社) 

業際イノベーショ
ン本部 

2 第 2 回 
2019.9.5 
(16 名) 

(TTC 会員外 1 名/1 社) 

3 第 3 回 
2019.10.10 

(16 名) 
(TTC 会員外 1 名/1 社) 

4 第 4 回 
2019.11.7 

(17 名) 
(TTC 会員外 1 名/1 社) 

5 第 5 回 
2019.12.5 

(15 名) 
(TTC 会員外 0 名/0 社) 

6 

データセンターの構築・
運⽤課題に関する調査
検討会 

第 1 回 
2019.10.2 

(11 名) 
(TTC 会員外 3 名/3 社) 

アクセス網、 
伝送網・電磁環境、
光ファイバ伝送、
ICT と気候変動 

7 第 2 回 
2019.11.5 

(11 名) 
(TTC 会員外 1 名/1 社) 

8 第 3 回 
2019.12.2 

(11 名) 
(TTC 会員外 2 名/2 社) 

9 第 4 回 
2020.1.10 

(8 名) 
(TTC 会員外 2 名/2 社) 

10 第 5 回 
2020.2.20 

(8 名) 
(TTC 会員外 3 名/3 社) 
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別紙 7-3 
他機関主催セミナー・ワークショップへの後援・協賛 

No 名称 年⽉⽇ 主催 種別 

1 IETF 報告会（104th プラハ） 2019.5.17 
Internet Society ⽇ 本 ⽀ 部 
(ISOC-JP)、⼀般社団法⼈⽇本
ネットワークインフォメーシ
ョンセンター (JPNIC) 

後援 

2 
システムズエンジニアリングハ
ンドブック第４版出版記念シン
ポジウム 

2019.6.17 ⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 OMG 、 
MBSE & SysML 利活⽤協議会 協賛 

3 
「DX INITIATIVE 2019」〜モビ
リティ産業に⾒るデジタルトラ
ンスフォーメーション〜 

2019.7.26 ⼀般社団法⼈ビジネス＆パブ
リックアフェアーズ 後援 

4 IETF 報告会（105th モントリオ
ール) 2019.8.30 

Internet Society ⽇ 本 ⽀ 部 
(ISOC-JP)、⼀般社団法⼈⽇本
ネットワークインフォメーシ
ョンセンター (JPNIC) 

後援 

5 TAICS Global Standards Forum 
2019 2019.10.1 TAICS（台湾情報通信標準化

団体） 後援 

6 
＜ステファンミラー来⽇講演＞
モデルベースによる IoT 新規事
業開発事例とその活⽤ 

2019.11.15 ⽇本 OMG、IIC（Industrial 
Internet Consortium） 後援 

7 ジャパンセキュリティサミット
2019 

2019.11.12、
12.17〜18 

ジャパンセキュリティサミッ
ト実⾏委員会 共催 

8 HATS セミナー2019 2019.12.6 HATS フォーラム 協賛 

9 IETF 報告会(106th シンガポー
ル)（ 2020.1.9 

Internet Society ⽇ 本 ⽀ 部 
(ISOC-JP)、⼀般社団法⼈⽇本
ネットワークインフォメーシ
ョンセンター (JPNIC) 

後援 

10 
IoT／M2M 最新動向セミナー
2020〜ローカル 5G の最新動向
から IoT 導⼊事例まで〜 

2020.2.7 
JEITA 社会システム事業委員
会、無線通信システム専⾨委
員会 

後援 
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別紙 7-4 
展⽰会等への後援・出展 

No 名称 年⽉⽇ 開催場所 種別 

1 
第 51 回世界情報社会・世界電気通信⽇のつ
どい 

2019.5.17 京王プラザ 後援 

2 ワイヤレステクノロジーパーク 2019 2019.5.29〜31 
東京ビックサ

イト 
後援 
出展 

3 ワイヤレスジャパン 2019 2019.5.29〜31 
東京ビックサ

イト 
後援 

4 第 31 回 APT 標準化機関総会（ASTAP-31） 2019.6.11〜12 アキバプラザ 出展 
5 Interop Tokyo 2019 2019.6.12〜14 幕張メッセ 後援 

6 
通信・放送 Week 内「 第 2 回 5G／IoT 通
信展」 

2019.7.17〜19 ⻘海展⽰棟 
協賛 
出展 

7 CEATEC2019 2019.10.15〜18 幕張メッセ 
協賛 
出展 

8 エコプロ 2019 2019.12.5〜7 
東京ビックサ

イト 
協⼒ 
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別紙 8 
2019 年度受賞者⼀覧 

 
1 情報通信技術賞 総務⼤⾂表彰 
（１）「新たな映像サービスの開発・標準化及び普及活動への貢献」 

⽇本電信電話株式会社 川添   雄彦 殿 
（２）「暗号及び認証技術にかかる研究開発・標準化及び実⽤化への貢献」 

ＫＤＤＩ株式会社 ⽥中   俊昭 殿 

2 情報通信技術賞 TTC 会⻑表彰 
（１）「ＩＰｖ６の開発・実装を通じた標準化及び普及推進にかかわる功績」 

アラクサラネットワークス株式会社 新    善⽂ 殿 
（２）「周波数⾼度利⽤を実現するネットワーク制御技術に関するＩＥＥＥ標準化にかかわる功績」 

⽇本電気株式会社 有吉   正⾏ 殿 
（３）「アジア太平洋地域及び学術団体との連携による標準化推進並びにＩＴＵ−Ｔ等の標準化戦略
の策定にかかわる功績」 

⽇本電信電話株式会社 岩⽥   秀⾏ 殿 
（４）「ＩＴＵ−Ｔの標準化戦略の策定・標準化活動の戦略的推進及びＴＴＣの経営改善にかかわる
功績」 

沖電気⼯業株式会社 ⽥中    茂 殿 
（５）「移動通信網のネットワーク仮想化アーキテクチャの標準化及び実装推進にかかわる功績」 

株式会社ＮＴＴドコモ ⽥村    基 殿 

３ 功 労 賞 
（１）「通信装置のソフトエラー対策に関する標準化活動にかかわる功績」 

⽇本電信電話株式会社 岩下   秀徳 殿 
（２）「企画戦略委員会委員として時代に即応した標準化活動にかかわる功績」 

⽇本電気株式会社 江川   尚志 殿 
（３）「ＡＰＴを通じたコネクテッド・カーに関する標準化活動にかかわる功績」 

トヨタ⾃動⾞株式会社 ⼤⻄   亮吉 殿 
（４）「企業ネットワークに関する標準化活動にかかわる功績」 

⽇本電気株式会社 ⼩野   利直 殿 
（５）「通信装置のソフトエラー対策に関する標準化活動にかかわる功績」 

元 ⽇本電気株式会社 川原   信広 殿 
（６）「光ファイバシステムに関する標準化活動にかかわる功績」 

⽇本電信電話株式会社 桑原 昭⼀郎 殿 
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（７）「アクセスネットワーク仮想化に関する標準化活動にかかわる功績」 
三菱電機株式会社 ⼩崎   成治 殿 

（８）「通信ネットワーク運⽤管理に関する標準化活動にかかわる功績」 
エヌ・ティ・ティ・コムウェア株式会社 清⽔   智明 殿 

（９）「ファクシミリに関する標準化活動にかかわる功績」 
東芝テック株式会社 鈴⽊   修⼀ 殿 

（10）「ＩＴＵ−Ｔ ＦＧ−ＤＰＭに関する調査・分析にかかわる功績」 
富⼠通株式会社 ⾼⼭   和久 殿 

（11）「屋外光通信設備の保守・運⽤に関する標準化活動にかかわる功績」 
⽇本電信電話株式会社 ⼾⽑   邦弘 殿 

（12）「ＩｏＴエリアネットワークに関する標準化の推進にかかわる功績」 
⽇本電信電話株式会社 布引   純史 殿 

（13）「電気通信番号に関する標準化の推進にかかわる功績」 
⽇本電信電話株式会社 花⽯   啓介 殿 

（14）「企画戦略委員会委員として時代に即応した標準化活動にかかわる功績」 
ソフトバンク株式会社 林    秀樹 殿 

（15）「アクセス網システムに関する標準化活動にかかわる功績」 
ノキアソリューションズ＆ネットワークス合同会社 原    孝成 殿 

（16）「ｏｎｅＭ２Ｍ仕様に関する標準化活動にかかわる功績」 
⽇本電信電話株式会社 原⽥    恵 殿 

（17）「ＩＭＳ網間のＩＰ相互接続仕様に関する標準化活動にかかわる功績」 
東⽇本電信電話株式会社 本多   康彦 殿 

（18）「情報通信セキュリティに関する標準化活動にかかわる功績」 
株式会社⽇⽴製作所 三上   修吾 殿 

（19）「ＯＴＮインタフェースに関する標準化活動にかかわる功績」 
ＫＤＤＩ株式会社 吉兼    昇 殿 

４ 感 謝 状 
（１）「APT 勧告として成⽴した“Standard Specification of Information and Communication 
System using Vehicle during Disaster”の標準化活動にかかわる功績」 

団体名 コネクテッド・カー専⾨委員会 
        「災害時に⾃動⾞を⽤いた情報通信システム」標準化作業チーム 
代表者 千村   保⽂ 殿（沖電気⼯業株式会社） 

沖電気⼯業株式会社 千村   保⽂ 殿 
慶應義塾⼤学 川嶋   弘尚 殿 
慶應義塾⼤学 福井 良太郎 殿 
元 株式会社トヨタ IT 開発センター 佐藤   ⼀⾺ 殿 
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トヨタ⾃動⾞株式会社 ⼟居   義晴 殿 
元 Ateneo de Manila University Gemalyn D. Abrajano 殿 

（２）「通信装置のソフトエラー対策の ITU-T 勧告化及び TTC 標準化にかかわる功績」 
団体名 伝送網・電磁環境専⾨委員会 
        通信装置のソフトエラーに関する標準化 Adhoc 
代表者 舩津   ⽞太郎 殿（⽇本電信電話株式会社） 

 
 
 
 
 
  

沖電気⼯業株式会社 鈴⽊   祥也 殿 
ザイリンクス株式会社 野村   英則 殿 
⽇本電気株式会社 飯塚   浩⼈ 殿 
⽇本電信電話株式会社 舩津 ⽞太郎 殿 
株式会社⽇⽴製作所 ⻑崎   ⽂彦 殿 
富⼠通株式会社 岡川   宏 殿 
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Ⅱ 附属明細書 
  

記載すべき事項はなし。 
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